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2021 年３月期通期業績予想に関するお知らせ 

 

  2020 年５月 15 日に公表しました「2020 年３月期決算短信」において、未定としておりました 2021 年３月期の

業績予想につきまして、下記のとおりお知らせいたします。  

 

記 
 

１．2021年３月期通期業績予想数値（2020年４月１日～2021年３月31日）  

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2020 年５月 15 日発表） 

百万円 
― 

百万円 
― 

百万円 
― 

百万円 
― 

円 銭 
― 

今回発表予想（Ｂ） 
1,300 

～1,501 

△327 

～△271 

△307 

～△250 

△309 

～△252 

△132.76 
～△108.41 

増減額（Ｂ-Ａ） ― ― ― ―  

増減率（％） ― ― ― ―  

(ご参考)前期実績 

(2020 年３月期通期) 

1,844 26 26 0 0 円 41 銭 

 

２．業績予想の理由 

2021 年３月期の業績につきましては、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響を合理的に算出することが困

難であったことから、その影響額を織り込んだ業績予想を未定としておりましたが、現時点で入手可能な情報や市

場動向の予測等に基づき、レンジ形式で通期の業績予想を公表いたします。これらの業績予想は、新型コロナウイ

ルス感染症の収束時期が不透明な状況であり、下期においても当該状況が一定程度継続するものの、今後は予防対

策を伴いながら徐々に経済活動が再開され、企業の求人意欲の回復が緩やかに進むことを前提としております。

従って、第３四半期以降は事業環境も緩やかに改善される見通しですが、第１四半期までの状況や今後の経済情勢、

顧客及び市場動向等を総合的に勘案した結果、減収減益の業績予想となりました。 

第１四半期から企業において求人意欲の低下による採用活動の縮小や延期等の動きは継続しているものの、売上

高は 2020 年５月の緊急事態宣言前後を底に回復基調になると見込んでおりますが、今後は予防対策を伴いながら

徐々に経済活動が再開され、企業の求人意欲の回復のタイミングや度合いによって当社を取り巻く事業環境も回復

していくと仮定し、業績予想に反映しております。上限については 2020 年 10 月以降、緩やかに求人意欲が回復す

るケースを想定しており、下限については緊急事態宣言の再発出までは想定していないものの、市場環境の回復が

遅れるケースを想定しております。 

当社におきましては、事業環境の変化に臨機応変に対応しつつ、新型コロナウイルス感染症の収束後に向けた

取り組みを継続してまいります。 
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※上記の業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる

結果となる可能性があります。 

 

以上 


